
回

報

⑳
編
纂
　
除
．
言

　
本
號
は
原
稿
輻
湊
の
囲
め
古
廻
藤
田
壷
鐙
士
の
論
文
を
次
號
に

割
愛
し
て
編
纂
を
終
り
し
も
印
刷
後
豫
想
以
上
に
頁
激
の
塘
加
を

駕
し
・
を
以
て
更
に
紹
介
彙
報
全
部
を
感
興
に
護
る
こ
S
・
せ
り

吹
號
に
於
て
は
前
記
の
論
文
記
事
の
外
、
例
に
依
り
て
編
纂
委
員

の
分
櫓
執
集
に
係
れ
る
『
昨
年
の
鱈
腹
地
理
學
界
』
を
掲
載
す
べ

し

轡
會
員
　
動
静

　
　
　
　
入
　
　
　
會

京
都
府
立
第
一
高
等
女
學
校

　
　
　
（
右
紹
介
者
新
町
徳
之
）

京
都
府
立
第
一
高
等
女
笠
校

　
　
　
（
右
紹
介
者
源
豊
宗
）

　
　
　
第
七
巻
　
　
會
　
　
官

爵
　
山
政
甦

野
田
貞
雄

東
京
府
北
多
摩
郡
武
茂
野
村
吉
群
寺
二
〇
五
一
鳥

　
　
　
（
右
紹
介
者
岩
松
五
良
）

東
京
市
麹
町
匠
富
士
見
町
彫
ノ
一
由
階
宮
邸
内
松

　
　
　
（
右
紹
介
者
淺
野
長
武
）

東
京
市
深
川
匿
験
岸
町
一
五
七

　
　
　
。
（
右
紹
介
者
伊
木
壽
一
）

　
　
　
　
退
會
者

山砂

口崎

　寳

猛藏

崩
正
雄

田
砧
徳

友
　
松
　
麟
　
諦

秋
山
吉
五
郎
　

北
澤
捨
次
郎

⑳
寄
賂
交
換
圖
書

凋
　
　
語

課
文
秘
子
新
論

史
畢
難
誌

人
類
畢
難
誌

歴
史
地
理

考
古
學
難
誌

國
學
院
雑
誌

東
洋
哲
學

三
二
の
八
、
1
十
二

三
六
の
一
一
七

三
八
の
三
、
i
六

十
二
の
噛
、
二
、
三

二
七
の
九
、
十
、
十
一

二
八
の
八

　
第
一
號
　
　
一
七
一

　
松
李
乗
承

　
山
縣
紳
肚
々
務
所

　
史
　
　
學
　
　
會

　
東
京
入
類
學
會

等
辺
歴
史
地
理
墨
會

　
考
古
學
會

　
國
學
院
大
學

　
東
洋
大
學

（
｝
七
一
）



第
七
巻

経
濟
論
叢

六
條
學
報

伊
豫
史
談

親
鷺
上
人
研
究

史
　
　
三

無
減
光

十一一二二四
万2頭七天「i倉

　　ヤ西報
　　八

㊨
大
正
十
年
度
會
訂
報
告

総
牧
入

　
　
内
　
　
謬

　
前
年
度
繰
越
金

　
登
行
所
納
金

　
會
　
　
費

　
難
牧
入

総
支
出

　
　
丙
　
　
課

　
役
員
手
當

　
大
奮
養

経
回
學
會

佛
教
大
軍

門
豫
史
談
會

梅
原
眞
隆

三
田
史
學
會

宗
教
界
雑
誌
赴

（
大
正
十
年
十
一
月
十
五
日
現
在
）

　
九
二
五
、
一
八
七

一
五
五
、
〇
四
二

山ハ

l
〇
、
○
○
○

｝
二
一
、
四
五
〇

　
八
、
二
四
五

一
〇
六
、
○
○
〇

五
八
、
O
O
O

　
例
會
費

　
原
稿
料

　
繰
越
會
豊

　
雑
誌
買
上

　
差
引
残
額

特
別
會
計

　
現
在
総
計

第
「
號

一
七
二
　
（
一
七
二
）

　
四
二
、
二
八
五

一
三
五
、
八
五
Q

一
一
六
、
五
四
〇

　
五
〇
、
○
八
〇

四
一
六
、
四
＝
＝
H

｝
ご
」
六
、
ご
二
〇

五
五
一
一
、
五
六
二


